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第 2 四半期の業績予想数値と実績数値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年 2 月 14 日の決算発表時に公表いたしました、平成 30 年 12 月期第 2 四半 

期累計期間の業績予想との差異及び通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

       
1.平成 30 年 12 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想の差異(平成 30 年 1 月 1 日～平成 30 年 6 月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当り四半期純利益 

前回発表予想 (A) 百万円 
2,000 

百万円 

△100 

百万円 

△60 

百万円 

△60 

円 銭 

△4.43 

今 回 実 績  (B) 2,062 △47 6 1 0.14   
増 減 額 ( B-A ) 62 53 66 61  

増 減 率 ( % ) 3.1% －     － －  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 29 年 12 月期第 2 四半期) 
1,964 △18 33 20 1.54 

 
2.第 2 四半期累計期間業績予想との差異理由 

  第 2 四半期累計期間の業績は、産業機械関連機器部門については工作機械鋳物部品の分野で、活発な設備投資需

要により、業界全体の受注総額は堅調なことを背景に、当社の受注額及び売上高も増加しております。当年度後半

に計画していた案件の一部が、前倒しになったことで同部門の当期売上高、営業利益は予想を上回りました。 

一方、住宅関連機器部門におきましては、一般家庭用の鋳物ホーロー浴槽の販売が、当初の売上計画を下回りま

した。ホテルなど宿泊施設からの鋳物ホーロー浴槽採用の引合案件は増加しておりますが、売上計上には今しばら

く時間を要する見込みであります。 

  その結果、全体の売上高、営業利益は予想を上回りました。 
 

3.平成 30 年 12 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 30 年 1 月 1 日～平成 30 年 12 月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当り当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 
4,400 

百万円 

△60 

百万円 
40 

百万円 
40 

円 銭 
29.53 

今回修正予想（Ｂ） 4,200 △100 0 0 0.00  

増 減 額 ( B-A ) △200 △40 △40 △40  

増 減 率 ( % ) △4.5% － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 12 月期) 
4,132 △85    24 5 0.41 

 
4.通期業績予想の修正理由 

  通期業績予想につきましては、内外の諸情勢を考慮すると、産業機械関連機器部門については、引き続き工作

機械鋳物部品の受注拡大が見込まれ、想定より売上高、営業損益とも増加の見通しです。 

しかし、住宅関連機器部門は、一般家庭用の鋳物ホーロー浴槽の販売も第 2 四半期までの実績が予想を下回っ

たことと、今後の新設住宅着工戸数も大きくは期待出来ない為、売上高を下方修正いたします。また、売上高の減

少に伴い、利益面も減少することから、通期の利益面も修正いたします。 
 
 



 引続き受注の拡大、人件費、諸経費等の削減などトータルコストの削減に努めるとともに、適正な製品単価の

確保にも努めてまいりますが、急速な改善は困難な見通しであり、売上高 4,200 百万円、営業利益△100 百万円、

経常利益 0 百万円、当期純利益 0 百万円に修正いたします。 

《業績予想に関する注意事項》 

 上記業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因

によって異なる結果となる可能性があります。 

                             以 上 


